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「思い出せない脳」
～頭の中にあるのになぜ出てこない～

思い出せない脳 (講談社現代新書) 新書 2023/5/18

Amazon 売れ筋ランキング: 
- 37位本
(230630 17:00現在）
- 1位脳神経科学・神経

内科学
    - 2位講談社現代新書
    - 4位心理学 (本)

230630日経新聞広告

1.天才の脳は羨ましいですか？

サヴァンと脳の記憶容量

記憶の種類

記憶の生物学的説明

キム・ピーク

記憶の天才ですが、一人では社会生活をすることができない。これは
大脳辺縁系の中の脳梁という部分が生まれつき無いことに原因がある。

より

長期記憶の種類
陳述記憶
エピソード記憶
意味記憶

非陳述記憶
手続き記憶
プライミング

神経細胞の形

樹状突起

細胞体

副行軸索

オリゴデンドロサイト

軸索

髄鞘（ミエリン）

神経終末

終末グリア

細胞体

軸索

樹状突起

わかりやすいように同じ方向に
並べてみました

イラスト

写真 (拡大）
錐体細胞の細胞体付近

全体像のトレース
海馬CA3領域の錐体細胞



学習、記憶のメカニズム 長期増強 脳の記憶容量

神経細胞ひとつが「素子」とすると、それぞれがシナプス結
合することによって演算が行なわれる。
単純化すると大脳皮質による記憶は、一つのシナプスが情報
を伝えるか伝えないか（つまり１か０か）によりデータを記
録する現象と考えられる。そうするとシナプス１個が１ビッ
トとなるので、

人間の大脳皮質には神経細胞が約「１４０億 = 140 x 108」あり、
シナプス結合は細胞一個に付き平均で10,000とすると、

140 x 108 × 10,000 ＝ 140 × 1012 ビット

つまり 17.5 テラバイト (1バイト＝8ビット)

2. 記憶の性質

脳の情報処理の特徴
～脳はありのままを見ていない～

脳の働きの優れたところ

脳は「ありのままには見ていない」

脳が「ありのままには見ていない」理由

エイムズの窓

顔の認識
情報抽出による総情報量の抑制
関連情報（位置情報）による補完

友達の顔を見ていて誰かに似ていると思ったこと
はありませんか？似ている似ていないの感じ方は
人によってずいぶんと違いますが、どうしてなん
でしょうか？
図をみてください。いずれも楕円と３本の線で
す。A,Bは単なる図形に見えますが、C,Dは顔にみ
えますね。CはBを上下逆さましただけです。また、
CとDでは別の人に見えませんか？
さらに、表情や性格の違いも感じられますね。

脳は多様な外界の情報を単純化して類系化し、そ
れぞれの関連性を持たせて記憶しています。同じ
物まね芸人の演技も人によって似ている似ていな
いの感じ方が違うのは、どこの特徴を抽出してど
のような類型化をしているか、それがどのような
情報と関連づけされているかが違うためにおこる
のです。
このようなアバウトな情報処理は精密なコン
ピュータの情報処理に比べて一見劣っているよう
に見えます。しかしこのアバウトさの本質的な意
味やそれを作り出すメカニズムを考えると、脳の
優れた点や「脳は何のために働いているか」とい
う原理を理解しやすくなると思います。



バイオロジカルモーション 1 特徴の抽出＝連動した動き

バイオロジカルモーション 2 位置関係の情報処理

ヒトの脳の優れたところ：少ない情報から様々なデータを引き出せる

3. 記憶の本質

記憶の本体とマインドセット

脳の情報処理の流れ

大脳辺縁系と感情

情報の重み付けと記憶の意味

名前が思い出しにくいわけ

記憶に関わる脳の部位と情報の流れ

脳に入ってくる知覚情報

視床
大脳辺縁系
大脳新皮質
感覚野 連合野

前頭前野
情報の分割と統合

情報の重み付け

大脳辺縁系は感情・情動の
発生に関係するのですが、

では感情、情動とは？

大脳辺縁系の情動発生処理の基本原理

感情、情動とは？

＝自分自身の生存にとって好ましいか好ましくないか
を判断するためのメカニズム

好ましい＝快の情動（ うれしさ、楽しさ、満足）を発生
種の保存、個の保存にとって都合が良いこと

好ましくない＝不快の情動（怒り、恐怖、悲しみ、
不安）を発生
種の保存、個の保存にとって都合がわるい

生命の大原則：生物が生き残るために必要な原理
・個の保存
・種の保存

記憶の特徴

知覚情報（感覚記憶）を丸ごと保持すると情報量は膨大化する

記憶の編集や関連づけによる情報の抽出
不要と判断された情報に関しては無意識に
フィルターをかけて排除、または重み付け

頭の中での再編集

いろいろな情報を自分の中
で関連づけして保持

連想という高度な情報処理が可能
（コンピューターにはまだ不可能）

保持する情報量の軽減 連想記憶

第１段階

第２段階

情報の類型化がなぜ必要か？＝自然界で生存するためには必須の要件

過去の｢生存にかかわる状況」を好ましいか好ましくないかの
重みをつけて記憶として格納し、似たような状況があったと
きに即座に対応して判断できるようにするために必要

記憶＝

第３段階

脳の記憶容量について再び

シナプスひとつが「情報の素子」とすると、それぞれがシナプス結合することによっ
て演算が行なわれる。
単純化すると大脳皮質による記憶は一つのシナプスが情報を伝えるか伝えないか（つ
まり１か０か）によりデータを記録するためシナプス１個が１ビットとなるので、
人間の大脳皮質には神経細胞が約「１４０億 = 140 x 108」あり、

シナプス結合は細胞一個に付き平均で10,000とすると、
140 x 108 × 10,000 ＝ 140 × 1012 ビット
つまり 17.5 テラバイト (1バイト＝8ビット)

実は、ヒトの記憶はこの100倍以上（～1000倍という研究者もある）
Ø シナプスひとつが「記憶の素子」とする仮定が誤り
Ø 脳は神経ネットワークで情報を記憶している

記憶に取捨選択が起こる理由：記憶の本質
情報量の減少 < 生存のためにここの情報を類型化

⇨大雑把に記憶することで多くの類似状況に対応できる

＊記憶の役割：過去の経験をもとに仮想世界で行動し状況に
応じた対応ができるようにシミュレートすること



記憶の意味

外界の認識における情報の類型化＝自然界で生存するために必須の要件

外的情報において完全に同じ状況など存在しえない
＝各状況をすべて保持すると不必要な情報が膨大化

情報を特徴抽出によって簡略化し似たようなものとして保持
＝マインドセット

不要な情報は「忘却」によって捨てる

生存するための判断を下す材料として利用
＝ヒトの持つ記憶の意味

元々コンピュータのように情報をそのままの形で保持するだけに脳が使

われるのではない（つまり情報の蓄積が目的ではない！）

記憶の本質：自然界で生存するために必要な作業として、知覚した情報
を位置情報と連動させて保持し、行動の判断の材料として利用する

4. 情報の取捨選択はどのように
行われるか

睡眠中の脳の働き
夢の意味

ノンレム睡眠
ステージI：傾眠状態。
脳波上、覚醒時にみら
れたα波が減少し、低
振幅の電位がみられる。
ステージII：脳波上、睡
眠紡錘 (sleep spindle) 
がみられる。
ステージIII：低周波の
δ波が増える。20% -
50%
ステージIV：δ波が
50%以上。

睡眠の種類

レム (REM) 睡眠
急速眼球運動 (Rapid Eye Movement) の見られる睡眠である。
脳波は比較的早いθ波が主体となる。
この期間に覚醒した場合、夢の内容を覚えていることが多い。
レム睡眠中の脳活動は覚醒時と似ており、エネルギー消費率も
覚醒時とほぼ同等である。

１．省エネ：休息、体温調節には必須

活動すると体温上昇̶動かなくして放熱する

２．補修と成長

なぜ睡眠があるのか：睡眠の生物学的意味
断眠ラットの実験；２～３週間の断眠で死亡する

極端な衰弱と体温調節の不良、脳では視床に損傷が起きる

断REMネコの実験；

３週間ぐらいから睡眠異常＝覚醒状態からすぐにREMに陥る

４～１０週間で行動異常がおこる

断REMヒトの場合:寝覚めが不機嫌、疲労感が残る

脳の場合はそれほど省エネとはならない！

REM睡眠時はむしろ活動が上昇してしまう

睡眠時（特にREM睡眠）は体が麻痺している状態

＝生存のためには非常に危険な状態

＊それでもREM睡眠があるのは重要な意味があるはず

睡眠時（特にREM）の脳の活動

活動が落ちる部位：前頭連合野で覚醒時のー２５%
（入眠時には全体に５～１５％程度低下する）
活動が上昇する部位
視覚連合野 ＋/－（覚醒時と同等）、REM睡眠では＋５～１０％
扁桃体、辺縁系 ＋１５％
大脳基底核 ＋１０％
脳幹網様態 ＋２０％

つまり睡眠時に脳は休んでいない（眠っていない！）

睡眠時(特にREM)
脳幹Ach優位：脳全体が活性化しやすい
(特に辺縁系、視覚･運動･感情の中枢)

辺縁系＞前頭前野

覚醒時
青班核NE(+中脳5-HT)優位
：前頭葉が活性化(集中しやすい)

辺縁系＜前頭前野
・REM睡眠時は強い運動抑制（延髄の運動中枢の抑制）：全身麻痺状態
・勝手なイメージがランダムに作られる
・新しい情報（その日起きていたときの記憶）が再現されやすい

一体何が起こっているのだろうか？／何が行われているのだろうか？

睡眠時（特にREM）の脳の活動

・全身麻痺状態
・勝手なイメージがランダムに
・起きていたときの記憶が再現

感覚入力がOFF
つじつまあわせのストーリー展開＝夢
記憶として想起されやすい順序

夢を見ているときの脳は昼間の体験から感情を伴う情報を引き出し
それをマインドセットに結びつける作業をしている
生存に利するため、マインドセットは常に最新でなければならない
この作業は睡眠時の入力オフライン状態でやるのが効率が良い！

マインドセットを新しい情報と照ら
し合わせて取捨選択し最新に修正 脳の動作原理

情報の取捨選択が重要 記憶の整理統合の過程で起こるストーリー
のつじつまあわせが夢

夢の役割 その１
①生きるための情報の取捨選択

＝マインドセット形成 -- 人格形成
②生存のためのリハーサル
③要らない情報を排除＝忘れること 脳にとっては重要な機能

トラウマの自己治癒＝夢のもう一つの役割



5. じゃあどうすればいいの？ その１

やっぱり繰り返し学習かな 6. じゃあどうすればいいの？ その２

感情を動かして記憶を強化する

7. じゃあどうすればいいの？ その３

「場所」という情報を利用する

2014年ノーベル医学生理学賞
場所細胞とグリッド細胞

8. じゃあどうすればいいの？
その４

意味記憶をエピソード記憶に変換！
物語を作ってしまう
語呂合わせ

記憶の紐づけについて

記憶の紐」は強化されないとすぐに弱くなる 9. 記憶の本質的な役割



マインドセットを通した⾏動決定（未来予測）

情動フィルター

らー
め

ん
食べ物

美味しい！

いい匂い

あったまる

しあわせ

⾷べた-い！ じゃあ食べに行こっと

マインドセットとミクログリア

自分自身の研究：脳の機能におけるミクログリアの役割

23年7月25日放送：「カズレーザーと学ぶ」テーマ「時間」
23年11月号「Neuton」：「記憶は脳のどこにあるのか」監修
23年12月29日放送予定：「チコちゃんに叱られる」 など
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